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埼玉県産スギ材の強度について 

 
埼玉県農林総合研究センター森林・緑化研究所 

  

１ 曲げ強さ 

県内で生産された柱など構造部材として使用されるスギ材（正角材）を万能試

験機に水平におき、中央部分の２点に上から力を加えていく３等分点４点荷重方

式による曲げ破壊試験を実施しました。 

その結果、埼玉県産スギ材正角材の曲げ強さは、平均値が、40.7N/mm2、最小値

が、20.0N/mm2、最大値が、69.8N/mm2 でした。また、データのばらつきの尺度で

ある標準偏差は、7.8という結果になりました。 

 

 
スギ材の曲げ強さ 単位：N/mm2 

曲げ強さ 埼玉県 全国 

平均値 ４０．７ ４０．８ 

最小値 ２０．０ １１．６ 

最大値 ６９．８ ８６．２ 

標準偏差 ７．８ ８．７ 

下限値 ２７．２ 
 

 

 
県産スギ材の曲げ強さ 
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２ ヤング係数 

曲げ破壊試験で、正角材の中央部分に力を加えていくと、当初は、弓なりに変

形しながら加えられた力に耐えます。このときの加重と変形量からヤング係数を

求めたところ、埼玉県産スギ材正角材のヤング係数の平均は、8.2 kN/mm2、最小

値が、5.0kN/mm2、最大値が、13.7kN/mm2でした。 

ヤング係数は、物の硬さ表す値で破壊せずに求めることができます。ヤング係

数が大きいほど変形しにくいということになります。 

生物由来の木材は、工業製品のように全てが同じ強さでないため、木材の強さ

を知るには、破壊する必要があります。しかし、破壊すると使用できなくなって

しまいます。ヤング係数は、木材の強さと相関があることが知られています。そ

こで、破壊せずに求められ、強さと相関があるヤング係数を用いて区分を行いま

す。日本農林規格（JAS）では、ヤング係数を用いて素材、製材などの等級区分

を行っています。 

 

 

３ 木材の規格について 

製材の日本農林規格（JAS）に規定される機械等級区分構造用製材は、ヤング

係数で曲げ性能を E50、70、90、110、130、150 の６等級に区分します。 

県産スギ正角材をこの規格にあてはめたところ E90 相当が最も多く、次いで

E70 相当、E110 相当が多いことがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県産スギ材の強度分布 
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